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切除不能肝細胞癌に対する薬物療法に関する前向き観察研究 (PRISM 研究）
広島大学大学院医系科学研究科消化器代謝内科学 准教授 相方浩

2021年1月13日 ,...._, 2024 年 12 月 31 日（解析期間等含む）

対象者

20 歳以上であり、2021年1月13日 rv2Q22 年 06 月 30 日の間に、 広島大学病院消化器代 

謝内科診療科で切除不能肝細胞癌に対して当研究への登録へ同意を得てから新規に分子標的薬の 
投与を開始された患者を対象とします。
意義・目的

分子標的薬の効果について、先行研究では各治療ラインにおける治療効果なとを後ろ向きに評
価されてきたが、複数ある薬剤をどの順序で用いられたら状態にとういった差が生じるかなどの長 
期経過を分析した研究は少ない。•

複数ある分子標的薬の多剤逐次療法での導入／使用状況など、 各患者の経過にも蕃目する事で全
身薬物療法の日本における実照床デー タを収集し、各患者の実態に即した治療根拠を確立する事が 
目的です。
方法

本研究は， 診療録（カルテ）情報を調査して行います。
カルテから使用する内容は年齢、 身長、 体重、 性別、病歴、加療歴、 血液検盃（白血球数、 好中球

数、リンパ球、単球、血小板数、総蛋白、CRP、総ビリルビン、アルブミン、AST、ALT、 r-GTP、 

総コレステロール、 PT(%) 、 PT-INR、 AFP、 AFP-L3分画、 PIVKAII)、 画像検査所見、加療中 
の経過情報です。（個人を特定可能な情報は解析に用いません）
共同研究機関

研究参加施設一覧
1 近畿大学病院消化器内科

2 国立がん研究センター東病院肝胆膵内科

3 九州大学大学院消化器・総合外科

4 北海道大学大学院医学研究院内科学講座消化器内科学教室

5 岩手医科大学内科学講座消化器内科肝臓分野

6 埼玉医科大学病院消化器内科・肝臓内科

7 千葉大学大学院医学研究院消化器内科学

8 杏林大学医学部腫瘍内科学教室

9 国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科

10 国立国際医療研究センター病院肝胆膵外科

11 武蔵野赤十字病院消化器科

12 東京大学医学部附属病院消化器内科

13 虎の門病院肝臓内科

14 虎の門病院分院肝臓内科

15 東邦大学医療センター大森病院消化器内科

工藤正俊 情報の収集

池田公史 情報の収集

伊藤心二 研究事務局、情報の収集

坂本直哉 情報の収集

滝川康裕 情報の収集

持田智 情報の収集

加藤直也 情報の収集

古瀬純司 情報の収集

奥坂拓志 情報の収集

國土典宏 情報の収集

泉並木 情報の収集

建石良介 情報の収集

川村祐介 情報の収集

小林正宏 情報の収集

永井英成 情報の収集








